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　キク科（Compositae）タンポポ属（Taraxacum）植物
は多年生草本であり，世界の温帯，亜寒帯に分布し，特
に北半球に多い（大井，1953）．一般的に約 120 種と分
類されているが，倍数性，生殖型，地理分布などの違い
により，形態的，遺伝的に非常に多型であり，世界中で
2000 以上のマイクロスピーシズが報告されている．
　葉は形の変化に富んでいて，全縁または羽裂する．頭
花はおおよそ 3cm前後であり，総苞は鐘形または長楕
円形，苞片は草質，最内片は一列である．外苞片は多列
で短く，ときには上方が外曲する．苞片の形態特徴は種
または種以下の分類群（亜種，変種など）を分類同定す
る指標として用いられる．
　日本では 2 亜節，22 種 4 変種が北村（1957，1958）
により報告されている．また，2倍体から 8倍体までを
含む倍数性シリーズが顕著であり，倍数体種は在来の二
倍体種と外来のタンポポの間に作られる（山口，1978）．

倍数性外来種は無融合生殖をし，2倍体種は自家不和合
で専ら他殖を行い，両者の間で形成された倍数体は無融
合生殖種である．しかし外来種タンポポに関わる多数の
マイクロスピーシズの起源と類縁関係は明らかになって
ない．
　島根県では隠岐の固有種オキタンポポ（T. 

maruyamanum Kitam.）の他，6種類が記録されている
（杦村，2005）が，詳細の調査分析はされていない．黄
花の二倍体種としてオキタンポポ（T. maruyamanum 

Kitam.）とカンサイタンポポ（T. japonicum Koidz.），倍
数体種としてヤマザトタンポポ（T. arakii Kitam.），ク
シバタンポポ（T. pectinatum Kitam.），ケンサキタンポ
ポ（T. ceratolepis Kitam.），白花種としてシロバナタン
ポポ（T. albidim Hand. Mazz.），キバナシロタンポポ［T. 

albidum forma sulfurcum（H.Koidz.）Kitam.］，キビシ
ロタンポポ（T. hidcoi Nakai cx H.Koidz）が報告されて
いる．キビシロタンポポとカンサイタンポポは 2010 年
のタンポポ調査により初めて分布が確認された種である
（井上，2010，2015）．ヤマザトタンポポとケンサキタン
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ポポは苞片の角状突起があるかないかによって分類され
るが，変異の範囲内で同種であるという見解もあり（芹
沢，2006），未だにその実態は不明である．
　本研究は島根県東部，松江地域のタンポポ属の種多様
性について比較的調査を行い，その結果を報告する．

材料と方法

　本研究は島根県東部，松江地域，隠岐諸島を中心に
2014 年 4 月～2015 年 6 月にタンポポ類の野外調査を行
い，オキタンポポ，ケンサキタンポポ , ヤマザトタン
ポポ，キビシロタンポポ，クシバタンポポ，キバナシ
ロタンポポ，シロバナタンポポ，アカミタンポポ［T. 

laevigatum（Willd.）DC.］，セイヨウタンポポー外来種
タンポポの 8種と 1変形のキバナシロバナタンポポを確
認・採集した（表 1）．

表 １．研究材料と調査地

種名 産地 個体数 備考
T.maruyamanum Kitam.
オキタンポポ

隠岐諸島 17 Sex.

T. albidim Hand. Mazz.
シロバナタンポポ

島根大学キャンパ
ス，付近

13 Apo.

T. albidum forma
sulfurcum （H.Koidz.）
Kitam. キバナシロタン
ポポ

大根島，亀尻 1 Apo.

T. arakii Kitam.
ヤマザトタンポポ

大野，大垣，秋
鹿，加賀別所，坂
本，柿谷，西忌
部，白石，熊野

35 Apo.

T. ceratolepis Kitam.
ケンサキタンポポ

荘成，佐波，上
意，宍道，来待 ,
小河内，大庭

38 Apo.

T. hidcoi Nakai cx 
H.Koidz
キビシロタンポポ

安来清水町 6 Apo.

T. laevigatum （Willd.） 
DC.
アカミタンポポ

島根大学付近 2 Apo.

T. officinale Weber ex F. 
G. Figg
セイヨウタンポポ（外来
種）

秋鹿
大学付近
隠岐

1
20
1

Apo.

T. pectinatum Kitam.
クシバタンポポ

上意 3 Apo.

Ⅰ．形態観察：タンポポの種以下の分類群の分類・同定
に用いられる形態形質は多様であるが，本研究では不安
定な葉の形態より花，花序の形態形質，頭状花序の苞片
の形態に注目して比較観察を行った．特にケンサキタン

ポポとヤマザトタンポポを分類，同定するために角状突
起を重要な分類形質とした．採集してきた標本から頭
花（蕾，花が散ったものも含む）をとり，エタノールに
浸して保存したものを，デジタルノギスを使用して計測
した．

（1） 苞片先端の角状突起の大きさの計測
　角状突起の生え際の大きさを底辺として，底辺と高さ
を計測し，面積を求めた（図 1）．一つの頭花内での角
状突起の大小の変異が大きなものだったため，最も大き
なもの，中程度のもの，最も小さなものを目視で選び，
それぞれ計測した．

図 1．苞片先端の角状突起（左，中）と総苞内片，外片の長さ（右）

（2） 総苞内片，外片の長さと比率の計測
　こちらは一つの頭花内での変異は小さなものだったた
め，任意に一か所選び計測した（図 1）．
Ⅱ．細胞学的観察
　タンポポの染色体数と倍数性を確認するために，根端
材料を使用して，体細胞分裂の染色体数を観察した．
Ⅲ．酵素多型分析法による解析
　集団間，種間の遺伝的多形を分析するため，酵素多型
分析を行った．本研究は Lin et al. （2011）に従い，縦式
ゲル版電気泳動法で行った．また，活性染色に使用する
酵素は鈴木ほか（1999），渡邊（2006）をも参考にした．

結　　果

Ⅰ．形態学的観察
　松江を中心にタンポポ類の採集調査を行った．表 1に
示すように無融合生殖の倍数性種を 8種（ヤマザト，ケ
ンサキ，クシバ，キビシロ，キバナシロ，シロバナ，セ
イヨウ，アカミ），120 個体を採集し，107 個体を温室に
植えた．また，隠岐の島で有性生殖の 2倍体種であるオ
キタンポポを 17 個体採取し 10 個体を温室に植えた．

形態観察した結果
オキタンポポ T. maruyamanum：
　隠岐諸島各地で見られた黄花タンポポ．総苞外片が長
い．痩果の色は淡褐色～褐色であった．4～5 月中の調
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査で島前（西の島町）に群生している大きな集団があっ
たが，島後では，疎らに林道や明るい農地，山地の斜面
に散在している．七類の港付近で 1個体が発見された
が，船便の往来で，隠岐諸島から逸出したと思われる．
シロバナタンポポ T. albidim

　総苞外片がやや開いており，はっきりしないものもあ
るが小さめの角状突起を持っていた．白花であり，痩
果の色は淡褐色～褐色であった．3～4 月やや早く開花
し，島根大学キャンパス内，外，付近空き地によく見ら
れる．
キバナシロタンポポ T. albidum forma sulfurcum

　総苞外片の開き方や角状突起の形がシロバナタンポポ
に酷似しており，まれにシロバナタンポポ集団の中で発
見される黄花のタンポポであり，シロバナタンポポの変
異型と分類されている．本研究調査では，大根島で 1個
体しか発見されなかった．
ヤマザトタンポポ T. arakii

　セイヨウタンポポに比べて黄色の濃さがやや淡く，一
株につける花の数も少ない．総苞外片の長さが総苞内片
の 1/2 程度．角状突起は小さめ．痩果の色は淡褐色～褐
色であった．
ケンサキタンポポ T. ceratolepis

　ヤマザトタンポポに似ており，通常角状突起が大きい
という特徴で区別するが，中間型の存在で分類が困難で
ある（図 2）．

図 2．左：ケンサキタンポポ，右：ヤマザトタンポポ
　　　（矢印は総苞片外片の角状突起を示す）

　本研究では角状突起の高さ，底辺，面積，外片と内片
の比を求め，平均を出した．ここでは“角状突起の大き
さ”を“角状突起の高さ”であると解釈した．角状突起
の大きさは各個体で最も大きなもの，中程度のもの，最
も小さなものを計測したが，ここでは最も大きなものの
平均のみを分類の基準として採用した．集団内での平均
が 2mm以上のものをケンサキタンポポ，2mmに満た
ないものの，それに近いものを中間型タンポポ，明らか
に 2mmに満たないものをヤマザトタンポポと言う結果
を得た．
キビシロタンポポ T. hidcoi

　淡くクリーム色の白花のタンポポである．シロバナタ
ンポポに比べると頭花は小さく，花茎も短かった．総苞
外片は圧着しており，角状突起は見られなかった．痩果
の色は黒だった．
アカミタンポポ T. laevigatum：
　外来種のタンポポである．痩果は赤褐色．
セイヨウタンポポ T. officinale：
　広く分布する外来種タンポポである．総苞外片が反り
返っているのが最大の特徴であるが，反り返っていない
ものも発見された．痩果の色は茶褐色．
クシバタンポポ T. pectinatum

　上意（田）にて採取した．角状突起はなかったが，総
苞外片の中央部がこぶ状に盛り上がっていた．葉が羽状
に深く裂けているのが特徴的であった．痩果の色は濃褐
色であった．

Ⅱ．細胞学的観察
　異なる産地の 18 集団（ヤマザトタンポポ 12，ケンサ
キタンポポ 6）の各集団 1 個体で 18 個体と中間型の 3

図 3．集団別の総苞片のサイズ

C D

A B

図 4．根端の染色体と倍数性：
　A.ヤマザト（秋鹿 B-1）2n＝16（2x）；B. ケンサキ（大庭-1）
2n＝24（3x）；C. ケンサキ［上意（田）-3］ 2n＝32（4x）；D. ケン
サキ（大根島 -1） 2n＝40（5x）
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個体の染色体数・倍数性をしらべた．その結果，ヤマザ
ト（秋鹿 B－1）の 1個体は二倍体（2x），ケンサキ（大
庭－1）の 1個体は三倍体（3x），中間型（大根島－1）の
1個体は五倍体（5x）， その他の個体は全て四倍体である
ことが明らかになった（図 4）．

Ⅲ．酵素多型分析
　本研究では 6 酵素（LAP，PGI，AAT，IDH，PGM，
HK）を用いて予備実験を行った．明確なバンドパター
ンを示したのは LAP, PGI, AAT, IDHの 4酵素であり，9
種類（変型を含む）の 106 個体を分析したところ，各種
を特定できるようなスピーシズマーカーを得ることはで
きなかったが，無融合生殖四倍体種は複数の遺伝子型
（101 個体で 23 タイプ）を持ち，多型であることが明ら
かになった．そのうちケンサキタンポポ，ヤマザトタン
ポポにおいてはPGI, LAPの2酵素ではっきり変異があっ
て，異伝的多型を確認できた（図 5）．

結　　論

　本研究調査により，松江と周辺地域において，タンポ
ポ属の 8種 1 変異型と分類困難な中間型を確認できた．
隠岐諸島に分布する 2倍体有性生殖の固有種オキタンポ
ポのほか，全て 4倍体の無融合生殖種であったが，其の
内，ヤマザトタンポポの二倍体とケンサキタンポポの三
倍体，五倍体を発見した．ヤマザトタンポポの二倍体は
有性生殖型または無融合生殖型か，未だ不明であり，今
後の詳細調査が必要である．ケンサキタンポポの三倍
体，五倍体は無融合生殖型または雑種起源であると考え
られ，その種分化の過程と無融合生殖型の形成のメガニ
ズムを明らかにすることが今後の課題である．
　これまでにヤマザトタンポポとケンサキタンポポは同
種であるかどうか，研究者の調査分析の視点による様々
な見解があったが，本研究の調査によって二種間に安定
的形態変異（総苞片の角状突起）と遺伝的多型（酵素多
型）がある結果が得られた．しかし，別種として扱うに
はまだデータが不十分であり，今後も総合的比較研究を
進めていく必要がある．また本研究調査の過程で，形態
的同定をすることはできなかった中間型や，無融合生殖
種の遺伝的多型が多数存在することから，無融合生殖種
内，集団内で交雑を行っている可能性が排除できないと
考えられ，無融合生殖過程と雑種起源を明らかにするこ
とが，タンポポ類の進化・種分化のメガニズムを解明す
ることにつながると考えられる．
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